
 

 

住み続けられる国土専門委員会 

平成 28 年度検討スケジュール（案） 

 

 

第１回 ８月５日（金） 

「住み続けられる国土」の地域構造について 

・「田園回帰」の動きを念頭に置きつつ、各地域や地域間における様々

なレベルでの対流を促進するための地域構造のあり方について、

「多自然居住地域」、「小さな拠点」や「コミュニティ創造拠点」と

いった切り口から議論 

 

 

第２回 １０～１１月頃 

「住み続けられる国土」の地域構造（現状と課題）について 

・第 1回で議論した地域構造を構成する各エリア（大都市中心部、郊外

部、中小都市中心部、農山漁村）別に、それぞれの地域の現状と課題

を、住民の目線から見える化し、それらを対流によって解決していく

ための方向性を議論 

 

第３回 １月頃 

「住み続けられる国土」の地域構造（課題解決の方向性）について 

・第 1回、第 2回で議論した内容を、中間とりまとめ骨子（案）として

提出し、とりまとめの方向性を議論 

 

第４回 ３月頃 

「住み続けられる国土」の地域構造について（中間とりまとめ） 

 

資料６ 


